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【
復
旧
体
制
の
整
備
】

災
害
復
旧
対
策
の
本
格
化
に
あ
わ

せ
、
九
月
か
ら
岩
手
南
部
森
林
管
理

署
・
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
両
署
に
六

名
の
担
当
職
員
を
増
員
配
置
す
る
と
と

も
に
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
宮
城

県
栗
原
市
に
「
宮
城
北
部
森
林
管
理
署

宮
城
山
地
災
害
復
旧
対
策
室
」
を
設
置

し
、
対
策
室
長
ほ
か
職
員
六
名
に
よ
り
、

宮
城
県
内
の
山
地
災
害
復
旧
事
業
の
実

行
と
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま

す
。
被
災
地
の
早
期
復
旧
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
主
な
災
害
復
旧
対
策
】

①
一
迫
川
上
流
（
花
山
湖
上
流
）

（
宮
城
県
）

千
三
百
九
十
一
万

（
東
京
ド
ー
ム

約
十
三
杯
分
）
の
不
安
定
土
砂
量
が
あ

る
、
一
迫
川
上
流
域
で
は
、
小
河
原
地

区
等
で
土
留
工
を
実
施
し
た
ほ
か
、
河

原
小
屋
沢
地
区
や
湯
ノ
倉
上
流
で
治
山

ダ
ム
を
設
置
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

②
荒
砥
沢
地
す
べ
り
（
宮
城
県
）

今
回
の
地
震
に
よ
る
最
大
規
模
の
地

す
べ
り
で
あ
る
、
荒
砥
沢
地
す
べ
り
に

つ
い
て
は
、
複
雑
な
地
す
べ
り
機
構
を

解
明
し
た
上
で
対
策
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
す
べ
り
地
内
の
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
進
め
、
復
旧
対
策
を
計

画
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

③
産
女
川
上
流
（
岩
手
県
）

八
百
九
十
五
万

（
東
京
ド
ー
ム
約

七
杯
分
）
の
不
安
定
土
砂
量
が
あ
る
、

産
女
川
上
流
域
で
は
、
土
砂
固
定
効
果

の
高
い
大
型
の
谷
止
工
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

た
め
の
警
戒
避
難
支
援
対
策
、
迂
回
路

と
し
て
機
能
す
る
林
道
の
復
旧
な
ど
応

急
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
四
十
六

ヶ
所
約
百
十
八
億
円
に
上
る
治
山
対
策

や
、
十
八
路
線
約
九
億
円
の
林
道
の
復

旧
対
策
な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
百
二
十
七

億
円
の
災
害
復
旧
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
地
形
や
地
質
、
土
砂
災
害
な

ど
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
復
旧
対
策
の

検
討
を
行
う
た
め
、
学
識
経
験
者
等
に

よ
り
、
山
地
災
害
対
策
検
討
会
（
座

長
・
宮
城
豊
彦
東
北
学
院
大
学
教
授
）

を
七
月
十
二
日
か
ら
開
催
し
、
八
月
三

十
日
の
第
六
回
検
討
会
で
、
中
間
と
り

ま
と
め
を
行
い
、
規
模
の
大
き
な
荒
砥

沢
地
す
べ
り
な
ど
一
部
を
除
き
、
今
後

の
治
山
対
策
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

【
被
害
状
況
】

六
月
十
四
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
に
よ
り
、
大
規
模
な
地
す

べ
り
や
土
石
流
、
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、

岩
手
県
、
宮
城
県
を
中
心
に
、
林
野
関

係
だ
け
で
も
一
千
億
円
を
超
え
る
、
大

き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

【
災
害
復
旧
に
向
け
た
取
組
】

東
北
森
林
管
理
局
で
は
地
震
発
生
直

後
か
ら
、
局
・
岩
手
南
部
森
林
管
理
署

・
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
管
内
各

署
だ
け
で
な
く
、
全
国
か
ら
延
べ
四
百

九
十
三
名
を
、
震
災
対
応
を
行
う
両
署

や
、
政
府
現
地
対
策
本
部
・
栗
原
市
対

策
本
部
な
ど
に
派
遣
し
、
復
旧
対
策
等

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
下
流
域
の
安
全
確
保
の

特集コーナー

特集コーナー 
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対策室職員による現地調査

企
画
調
整
室

〜
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
か
ら
四
ヶ
月
〜

災
害
復
旧
が
本
格
化
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対策室事務室開きでの看板設置
写真左から福田林野庁国有林野部長、佐藤栗原市長、江
坂対策室長

速やかな復旧・復興に取り組みます（対策室内で職員一同）

宮城県内の対策 岩手県内の対策 

河原小屋沢地区の渓間対策のための資材運搬路の作設

シヅミクラ沢地区の河道開削工事 完成したカゴ枠治山ダム工

小河原地区の崩壊土砂流出防止のためのカゴ枠土留工

応急対策として尿前川地区に河道開削工事を無線操縦
の無人バックホーで実施
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身近な資源カラマツ材の
活用を目指して

岩手県岩手郡滝沢村(有)仁和木材

平
成
十
年
、
十
一
年
と
乾
燥
機
を
二
機

増
設
し
た
。

当
初
、
間
伐
材
が
主
で
大
き
な
平
角

を
と
る
丸
太
に
不
自
由
し
た
が
、
最
近

は
五
十
年
生
前
後
の
皆
伐
も
入
札
に
出

る
よ
う
に
な
り
大
助
か
り
で
あ
る
。

だ
が
、
や
っ
と
製
材
の
過
半
数
を
乾

燥
材
に
し
て
出
荷
出
来
る
体
制
に
な
っ

た
が
、
昨
今
海
外
か
ら
の
カ
ラ
マ
ツ
の

輸
入
が
窮
屈
に
な
り
、
合
板
各
メ
ー
カ

ー
が
国
産
材
の
集
荷
を
争
い
高
値
と
な

っ
て
、
製
材
原
木
と
し
て
は
な
か
な
か

採
算
に
合
わ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

◆
素
材
生
産
の
場
に
若
手
の
参
入

国
産
材
の
成
熟
と
利
用
度
が
高
ま
る

中
で
、
山
側
の
働
く
人
手
が
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
不
足
し
て
い
る
現
状
を
な
ん

と
か
解
決
し
た
い
思
い
か
ら
、
財
団
法

人
岩
手
県
林
業
労
働
対
策
基
金
の
ご
支

援
と
、
岩
手
県
立
盛
岡
農
業
高
等
学
校

の
ご
理
解
の
下
で
、
十
年
前
に
学
卒
者

を
採
用
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
五
年

か
ら
農
高
新
卒
者
を
隔
年
に
二
名
ず
つ

採
用
し
、
こ
れ
ま
で
八
名
と
な
り
、
グ

リ
ー
ン
マ
イ
ス
タ
ー
の
取
得
者
も
す
で

に
三
名
に
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
入

社
後
一
年
未
満
の
者
を
含
め
三
名
が
退

職
し
た
が
、
残
っ
た
社
員
は
徹
底
し
た

機
械
化
で
新
し
い
林
業
を
め
ざ
す
使
命

感
と
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
は
頼
も
し
い
。

カ
ラ
マ
ツ
の
利
用
度
が
進
む
こ
と
と
、

若
い
戦
士
と
と
も
に
停
滞
す
る
林
業
の

起
爆
材
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

度
が
重
要
視
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

主
要
な
国
内
産
の
樹
種
で
カ
ラ
マ
ツ

は
断
ト
ツ
に
強
度
が
あ
り
、
通
直
で
大

節
の
少
な
い
こ
と
な
ど
は
工
業
化
時
代

に
う
っ
て
つ
け
の
樹
で
あ
り
、
そ
の
上
、

冒
頭
で
述
べ
た
景
観
と
し
て
の
良
さ
を

考
え
あ
わ
せ
る
時
、
正
に
お
手
柄
な
樹

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

◆
カ
ラ
マ
ツ
の
製
材
加
工
へ
の
挑
戦

戦
後
造
林
地

は
間
伐
の
時
期

を
む
か
え
、
岩

手
県
の
県
北
に

位
置
す
る
当
社

の
身
の
回
り
は

カ
ラ
マ
ツ
が
多

く
、
今
後
豊
富

に
出
て
く
る
カ

ラ
マ
ツ
の
間
伐

材
を
、
チ
ッ
プ
材
の
確
保
と
あ
わ
せ
て
、

米
マ
ツ
に
負
け
な
い
使
い
易
い
製
品
を

作
り
た
い
一
念
か
ら
挑
戦
す
る
こ
と
に

し
た
。

そ
の
た
め
に
は
乾
燥
材
に
す
る
こ
と

だ
と
短
絡
的
に
考
え
、
平
成
七
年
に
乾

燥
機
の
第
一
号
機
を
導
入
し
て
カ
ラ
マ

ツ
乾
燥
材
の
生
産
に
挑
戦
し
た
。
し
か

し
、
古
人
の
言
う
通
り
幼
齢
木
の
製
品

は
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
か
け
離
れ

た
も
の
で
散
々
苦
労
し
た
。
幸
い
、
あ

る
大
手
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
小

割
材
の
受
注
が
あ
っ
て
、
角
材
よ
り
は

ま
し
な
小
割
材
を
製
作
し
な
が
ら
勉
強

し
、
な
ん
と
か
平
角
を
含
め
た
建
築
用

構
造
材
を
商
品
化
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

は
全
国
的
に
ス
ギ
が
植
え
ら
れ
た
が
、

岩
手
県
で
は
ス
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ

マ
ツ
の
三
樹
種
が
あ
い
均
衡
し
て
い
る

の
が
特
徴
と
い
え
る
。
特
に
カ
ラ
マ
ツ

は
県
北
地
方
に
多
く
、
そ
の
理
由
は
ス

ギ
の
育
た
な
い
場
所
で
も
育
ち
、
し
か

も
成
長
が
早
い
こ
と
が
魅
力
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

使
い
物
に
な
ら
な
い
木
を
沢
山
植
え

て
ど
う
な
る
も
の
か
と
さ
さ
や
か
れ
る

ほ
ど
将
来
を
危
惧
す
る
む
き
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
は
恐

ろ
し
い
も
の
で
、
そ
の
悪
評
の
カ
ラ
マ

ツ
が
、
ス
ギ
よ
り
四
割
も
高
い
価
格
で

引
張
だ
こ
の
寵
児
に
な
り
、
昔
は
ス
ギ

が
将
校
で
ア
カ
マ
ツ
は
下
士
官
、
カ
ラ

マ
ツ
は
二
等
兵
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今

や
ス
ギ
を
尻
目
に
堂
々
の
将
校
に
昇
進

し
た
。
こ
れ
を
予
測
し
て
カ
ラ
マ
ツ
の

植
林
を
選
ん
だ
人
が
い
た
と
し
た
ら
、

大
予
言
者
で
あ
り
称
賛
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
る
。

◆
将
校
に
な
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
の
お
手
柄

集
成
材
、

合
板
材
と
、

か
つ
て
の
無

垢
材
オ
ン
リ

ー
か
ら
工
業

化
さ
れ
た
集

成
材
の
時
代

に
移
行
す
る

こ
と
で
、
木

材
の
使
用
価

値
も
、
見
て

く
れ
か
ら
強

◆
兵
隊
の
位
で
将
校
に
昇
級
し
た

カ
ラ
マ
ツ

カ
ラ
マ
ツ
は
春
の
芽
吹
き
の
緑
の
美

し
さ
、
晩
秋
の
眠
気
を
誘
う
よ
う
な
黄

色
の
や
さ
し
さ
と
、
春
秋
夫
々
に
目
に

楽
し
い
。

し
か
し
、
景
観
と
は
別
に
材
質
は
誠

に
悪
評
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

主
な
原
因
は
曲
が
り
、
よ
じ
れ
で
と
て

も
製
材
用
材
と
し
て
は
使
い
物
に
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
樹
齢
五
十
年
生

以
上
の
安
定
し
た
材
質
の
も
の
が
、
一

般
的
に
出
回
る
こ
と
が
な
か
っ
た
せ
い

に
も
よ
る
。

戦
後
の
一
斉
、
拡
大
造
林
で
は
大
半

多くなった工場土場のカラマツ間伐材

ボイラーと増設した乾燥機



「美しい森林づくり」に
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下北森林管理署
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ン
ボ
ル
と
し
て
の
遊
々
の
森
「
鉱
山
の

森
」
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
の
　

森
林
の
整
備
・
列
状
間
伐
の
推
進

間
伐
の
推
進
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
観
点
か
ら
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

当
署
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
列
状
間
伐
に
よ
る
伐
採
量
は
、

平
成
十
九
年
度
約
三
千
五
百

か
ら
平

成
二
十
年
度
は
約
二
万
五
千

に
大
幅

に
拡
大
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

な
お
、
本
年
度
当
署
管
内
の
伐
出
業

者
二
社
に
初
め
て
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
が

導
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
列
状
間
伐

促
進
の
た
め
の
条
件
整
備
が
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
列
状
間
伐
を
民
国
で
推
進
す

る
観
点
か
ら
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
平
成
十
八
年
度
は
署
の

実
施
箇
所
に
お
け
る
現
地
検
討
会
、
平

成
十
九
年
度
は
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
列
状
間
伐
設
定
勉
強
会
、
平
成

二
十
年
度
は
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
ー
な
ど

の
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
列
状
間
伐

実
施
箇
所
の
視
察
等
を
企
画
し
、
そ
の

理
解
の
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

三
、
合
板
等
用
材
の
船
輸
送

昨
年
の
住
宅
建
築
確
認
の
遅
れ
や
、

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
が
我
が
国

で
す
が
、
地
域
の
小
中
学
生
に
森
林
・

林
場
は
も
と
よ
り
、
川
内
町
の
歴
史
の

中
で
大
き
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
安
部

城
鉱
山
（
当
時
我
が
国
有
数
の
鉱
山
）

に
つ
い
て
も
併
せ
て
勉
強
が
で
き
る
場

と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
行
政
の

意
向
や
民
意
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
む
つ
市
、
地
域
の
有
識
者
、

地
元
住
民
、
管
理
署
等
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
、
整
備
に
当
た
っ

て
①
森
林
・
林
業
の
体
験
学
習
が
よ
り

安
全
で
、
②
鉱
山
と
地
元
と
の
関
わ
り

や
精
錬
の
結
果
荒
廃
し
た
林
地
の
復
旧

の
歴
史
等
が
一
目
で
学
習
で
き
、
③
か

つ
地
域
か
ら
現
存
す
る
鉱
山
の
煙
突
の

遠
望
が
き
く
一
方
で
、
煙
突
等
の
周
回

が
で
き
る
歩
道
の
整
備
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

者
や
地
域
の
小
中
学
生
は
も
と
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
つ
つ
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
歩
道
の
整
備
や
必

要
な
看
板
の
設
置
な
ど
が
順
次
進
め
ら

れ
て
お
り
、
正
に
む
つ
市
川
内
町
の
シ

当
署
で
は
「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」

に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
と
し
て
の
間
伐
の
推
進
や

遊
々
の
森
を
設
定
し
、
地
域
の
小
中
学

生
へ
体
験
林
業
の
場
の
提
供
な
ど
様
々

な
取
組
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
今
回

そ
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。

一
、
森
林
環
境
教
育
と
し
て
の
遊
々
の

森
「
鉱
山
の
森
」
の
整
備
（
川
内
町
）

む
つ
市
川
内
町
に
遊
々
の
森
「
鉱
山

の
森
」
を
平
成
十
六
年
度
に
設
定
し
、

地
域
の
小
中
学
生
の
た
め
の
林
業
体
験

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

木
材
産
業

に
影
響
を

及
ぼ
す
中
、

こ
れ
ま
で

木
材
の
輸

送
は
ト
ラ

ッ
ク
主
体

で
し
た
が
、

王
子
木
材

緑
化
（
株
）

で
は
、
下

北
産
ス
ギ

材
を
船
で
輸
送
し
て
い
ま
す
。
む
つ
市

大
平
岸
壁
に
集
め
ら
れ
た
ス
ギ
材
等

は
、
一
船
当
た
り
約
千
三
百

が
積
み

込
ま
れ
、
遠
く
は
鳥
取
県
ま
で
運
ば
れ
、

合
板
用
材
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
ま

す
。
計
画
で
は
毎
月
一
船
程
度
の
輸
送

を
予
定
し
、
原
木
は
当
署
の
立
木
販
売

の
購
入
を
基
本
に
集
材
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

船
で
の
木
材
の
輸
送
は
全
国
で
始
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
下
北
産
ス
ギ
材

の
販
路
の
拡
大
と
有
利
販
売
、
間
伐
の

促
進
へ
の
貢
献
は
も
と
よ
り
、
船
輸
送

（
輸
送
改
革
）
に
伴
う
化
石
燃
料
の
消

費
削
減
な
ど
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す
。一

方
、
下
北
地
方
に
チ
ッ
プ
工
場
建

設
の
検
討
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
実
現

す
れ
ば
、
地
域
の
未
利
用
資
源
の
有
効

利
用
面
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

整備を進めている「鉱山の森」

温暖化防止と販路拡大に期待される船輸送



モ
デ
ル
採
種
林
の
造
成

育
種
場
が
岩
手
県
内
か
ら
選
抜
し
た

ク
ロ
ー
ン
で
モ
デ
ル
採
種
園
を
平
成
十

八
年
春
設
定
し
ま
し
た
（
写
真
│
３
）。

平
成
二
十
二
年
度
に
は
青
森
県
、
宮

城
県
及
び
秋
田
･
山
形
の
二
県
内
か
ら

選
抜
し
た
ク
ロ
ー
ン
を
単
位
と
し
て
三

箇
所
の
モ
デ
ル
採
種
園
を
造
成
す
る
予

定
で
す
。
早
く
花
が
咲
い
て
種
が
採
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
平
成
十

三
年
に
植
栽
し
た
ケ
ヤ
キ
は
今
年
始
め

て
着
花
を
観
察
し
ま
し
た
（
写
真
│
４
、

５
）。
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【森のお話】 

日
本
で
唯
一
の
ブ
ナ
採
種
園

昭
和
五
十
八
年
日
本
で
初
め
て
の
ブ

ナ
精
英
樹
三
十
八
ク
ロ
ー
ン
（
現
在
三

十
七
ク
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
採
種
園
（
種

採
り
専
用
の
林
）
を
造
成
し
ま
し
た

（
写
真
│
２
）。
こ
の
採
種
園
の
観
察
で

は
二
ク
ロ
ー
ン
が
毎
年
着
花
す
る
特
異

な
性
質
が
あ
り
、
着
花
性
を
支
配
す
る

遺
伝
子
を
解
明
す
る
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

選
抜
し
た
候
補
木
は
育
種
場
内
に
接

ぎ
木
ク
ロ
ー
ン
で
ブ
ナ
五
十
一
、
ケ
ヤ

キ
百
四
、
ク
リ
十
三
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

十
ク
ロ
ー
ン
を
保
存
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
選
抜
数
に
対
し
て
半
数
に
満
た
な

く
、
各
機
関
と
連
携
し
て
鋭
意
保
存
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
表
│
１
）。

森
林
の
有
す
る
多
面
的
な
機
能
の
発

揮
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
森
林
に
対

す
る
要
請
の
多
様
化
に
応
じ
た
森
林
の

整
備
の
た
め
、
広
葉
樹
の
優
良
種
苗
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
北
育
種
場
で
は
、
平
成
十
年
度
か

ら
の
十
カ
年
間
の
「
多
様
な
優
良
品
種

育
成
推
進
事
業
」
の
「
優
良
広
葉
樹
育

種
推
進
事
業
」
に
よ
り
管
内
の
四
県
と

連
携
し
て
広
葉
樹
優
良
形
質
候
補
木
の

選
抜
、
増
殖
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
精
英
樹
選
抜

育
種
事
業
に
よ
り
ブ
ナ
の
精
英
樹
が
五

十
一
選
ば
れ
、
育
種
場
内
に
三
十
八
ク

ロ
ー
ン
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す(

写
真

│
１)

。
広
葉
樹
の
造
林
に
使
用
す
る
苗
木
の

産
地
に
関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
地
域
の

も
の
を
使
う
と
い
う
こ
と
が
時
流
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
事
業
は
育
種
に
よ
る

種
子
の
生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ケ
ヤ
キ
・
ブ
ナ
等
の
広
葉
樹
優
良
木
ク
ロ
ー
ン
を
保
存
し
て
い
ま
す

優
良
広
葉
樹
育
種
推
進
事
業
の
進
展
状
況

半
田
　
孝
俊

森
林
総
合
研
究
所
　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
　
東
北
育
種
場

コラム【森のお話】

写真－２　昭和58年に設定した
ブナ採種園

写真-１　昭和55年に設定したブナ育種
素材保存園（クローンで保存する林）

写真－３（上） 平成18年春設定
のケヤキモデル採種園
写真－４（左上） 平成13年設定の
ケヤキ育種素材保存園
写真－５（左下） ケヤキの花　右
半分に雌花，左半分に雄花が着い
ている
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毎
年
、
当
支
署
が
所
在
す
る
真
室
川
町

の
真
室
川
中
学
校
で
は
進
路
学
習
の
一
環

と
し
て
、
地
元
事
業
所
等
で
の
「
職
場
体

験
学
習
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
森
林
に
興
味
が
あ
り
将
来
は
森

林
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
希

望
を
持
っ
た
三
年
生
の
男
子
生
徒
一
名
が
、

九
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
当

支
署
で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

体
験
内
容
は
、
単
に
事
務
室
で
仕
事
を

職
場
体
験
学
習
を
実
施

最
上
支
署

す
る
よ
り
も
、
木
が
ど
の
よ
う
に
し
て
市

場
に
出
る
の
か
な
ど
、
で
き
る
だ
け
森
林

や
現
場
を
知
っ
て
も
ら
う
方
が
有
意
義
と

考
え
、
収
穫
調
査
を
実
際
に
体
験
し
、
そ

の
後
、
生
産
請
負
の
伐
採
現
場
と
、
庄
司

製
材
所
の
ご
協
力
を
得
て
、
製
材
工
場
を

見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
収
穫
調
査
で

は
、
職
員
か
ら
の
安
全
指
導
を
し
っ
か
り

守
り
、
汗
を
流
し
蚊
と
戦
い
な
が
ら
一
生

懸
命
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
生
産
の
現
場

や
製
材
工
場
で
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な

い
機
械
に
興
味
深
げ
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
自
分
の
住
む
真
室
川
町
の

ブ
ナ
林
、
貴
重
な
巨
樹
・
巨
木
に
触
れ
、

自
然
の
豊
か
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
に
み
て
も
規
模
の
大
き

い
当
支
署
の
銅
山
川
地
区
の
地
す
べ
り
対

策
を
見
学
し
治
山
事
業
の
重
要
性
な
ど
の

説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

支署職員の指導を受けながら収穫調査を体験

生
徒
は
、
緊
張
の
毎
日
で
心
身
と
も
に

疲
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
出
勤
、
終
業
時

も
き
ち
ん
と
挨
拶
で
き
、
立
派
に
三
日
間

の
体
験
学
習
を
終
え
ま
し
た
。
将
来
、
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
希
望
が
変
わ
ら
ず

に
森
林
に
関
わ
る
仕
事
に
就
い
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

～各地で森林教室等を実施～ ～各地で森林教室等を実施～ 

眺
望
山
へ
全
校
遠
足
！

青
森
森
林
管
理
署

青
森
市
立
奥
内
小
学
校
の
全
児
童
九
十

七
名
が
、
九
月
二
十
六
日
に
眺
望
山
自
然

休
養
林
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う

な
空
模
様
の
中
、
高
学
年
生
が
低
学
年
生

を
引
率
し
、
学
校
か
ら
眺
望
山
ま
で
の
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
徒
歩
遠
足
で
す
。
児
童

達
は
、
普
段
見
る
車
の
中
か
ら
の
風
景
と

違
い
、
直
に
樹
木
や
稲
の
香
り
を
感
じ
な

が
ら
疲
れ
た
様
子
も
な
く
休
養
林
管
理
棟

前
に
無
事
到
着
。

午
前
中
は
、
署
の
職
員
が
一
年
生
か
ら

三
年
生
を
対
象
に
「
森
林
教
室
」、
四
年
生

以
上
を
対
象
に
「
枝
打
ち
体
験
」
を
実
施

す
る
予
定
で
し
た
が
、
天
候
が
悪
い
た
め

枝
打
ち
体
験
を
中
止
し
、
今
年
六
月
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
「
ウ

ッ
ド
チ
ッ
プ
広
場
」
で
全
児
童
を
対
象
に

森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
雨
が

降
り
出
し
、
雨
合
羽
を
着
て
の
教
室
と
な

り
ま
し
た
が
、
児
童
達
は
、
雨
を
も
の
と

も
せ
ず
、
森
林
の
働
き
や
育
て
方
な
ど
の

話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
感
触
に
非
常

に
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

管
理
棟
の
中
で
お
弁
当
を
楽
し
ん
だ
後
、

午
後
か
ら
は
学
年
単
位
で
自
然
観
察
会
。

眺
望
山
の
頂
上
に
は
行
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ヒ
バ
の
大
径
木
に
目
を

見
張
り
、
ク
リ
や
ド
ン
グ
リ
を
両
手
に
抱

え
る
く
ら
い
集
め
、「
今
度
は
家
族
と
一
緒

に
眺
望
山
の
頂
上
へ
登
り
た
い
」
な
ど
と
、

終
始
、
児
童
達
の
歓
声
と
笑
い
の
絶
え
な

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
教
頭
先
生
か
ら
、
来
年
も
全

校
遠
足
で
眺
望
山
を
訪
れ
た
い
旨
の
う
れ 雨の中でも元気いっぱいの児童たち



8みどりの東北

し
い
要
望
も
あ
り
、
当
署
で
は
、
引
き
続

き
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
の
大
切
さ
と
治
山
事

業
に
興
味
津
々

（
上
郷
小
学
校
で
の
森
林
教
室
）

由
利
森
林
管
理
署

九
月
十
一
日
（
木
）、
に
か
ほ
市
立
上
郷

小
学
校
五
年
生
十
五
名
を
対
象
に
、
森
林

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
秋
田
県
に
か
ほ
市

に
は
、
奈
曽
川
・
白
雪
川
と
い
う
生
活
に

密
着
し
た
河
川
が
あ
り
ま
す
が
、
過
去
に

大
災
害
が
発
生
し
、
直
下
集
落
に
被
害
を

も
た
ら
し
た
記
述
も
残
っ
て
い
ま
す
。
森

林
教
室
は
、
上
郷
小
学
校
か
ら
の
要
請
を

受
け
平
成
十
八
年
度
か
ら
開
始
し
、
今
年

で
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
白
雪
川
治
山

工
事
現
場
に
て
森
林
の
大
切
さ
と
治
山
事

業
の
関
わ
り
や
、
治
山
ダ
ム
の
目
的
等
を

説
明
。
そ
の
後
、
施
工
中
の
現
場
や
既
設

ダ
ム
の
現
状
を
見
学
し
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は
「
自
然
災
害
の
起
き
や
す

い
条
件
は
？
」「
治
山
ダ
ム
は
ど
の
く
ら
い

（
金
額
・
期
間
）
で
完
成
す
る
ん
で
す
か
？
」

「
世
界
で
森
林
の
多
い
国
は
ど
こ
で
す

か
？
」
や
「
治
山
ダ
ム
は
全
国
に
何
基
あ

る
ん
で
す
か
？
」
な
ど
、
講
師
泣
か
せ
の

質
問
も
寄
せ
ら
れ
回
答
に
困
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
講
師
の
回
答
を
真
剣
に
聞

き
入
り
メ
モ
を
と
る
姿
が
印
象
的
で
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
意

職員の説明を熱心に聞く児童たち

児童からも理解が深まったとお礼の言葉がありました

を
強
く
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
児
童
を
代
表
し
て
佐
藤
里
緒

さ
ん
よ
り
「
森
林
の
大
切
さ
や
治
山
事
業

の
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
私
た
ち
の
生
活

を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。」
と
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
森
林
教
室

を
有
意
義
に
終
了
し
ま
し
た
。

後
日
、
治
山
ダ
ム
に
掲
示
す
る
標
語
募

集
を
依
頼
し
、
治
山
ダ
ム
が
完
成
す
る
頃

に
は
、
児
童
の
標
語
が
記
載
さ
れ
た
堤
名

板
が
治
山
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

・ミニギャラリー
手作りハウス作品展

秋田市　渡部　孝子

1階ロビーのご案内（10月）
東北森林管理局

1階ロビーのご案内（10月）

・PRコーナー
木づかい推進月間

販売課

宮城山地災害復旧対策室長 
ふみ とし 

江坂　文寿（愛知県） 

62・４ 
13・１ 
14・８ 

農林水産省入省 
林野庁治山課課長補佐（施設計画班担当） 
東北局治山課長 

18・４ 　〃　計画課長 
19・９ 林野庁計画課課長補佐（設計基準班担当） 

え　さか 

新任者略歴紹介（9月1日付） 新任者略歴紹介（9月1日付） 

【
訂
正
と
お
詫
び
（
九
月
号
）】

11
ペ
ー
ジ
二
段
目
「
各
地
か
ら
の
便

り
」
上
小
阿
仁
支
署
の
19
行
目
「
二
酸

化
炭
素
を
固
定
す
る
こ
と
」
は
、「
二

酸
化
炭
素
の
測
定
方
法
等
に
つ
い
て
支

署
職
員
の
説
明
を
受
け
勉
強
し
た
り
、」

に
訂
正
。
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盛
岡
森
林
管
理
署

仙
台
森
林
管
理
署

八
月
二
十
五
日
（
月
）、
北
上
川
上
流
流

域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、「
ア

カ
マ
ツ
天
然
更
新
箇
所
に
お
け
る
針
広
混

交
林
化
等
の
促
進
」
を
テ
ー
マ
に
国
有

林
・
民
有
林
技
術
検
討
会
を
開
催
し
、
岩

手
県
・
当
署
職
員
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
関

係
者
約
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ア
カ
マ
ツ
は
、
御
堂
松
と
呼
ば
れ
る
当
流

域
の
主
要
樹
種
で
す
が
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
を
一
層
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

ま
た
、
盛
岡
市
近
郊
ま
で
北
上
し
て
い
る

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
被
害
に
強
い
森
林
を
整
備

す
る
た
め
に
も
、
針
広
混
交
林
化
を
促
進

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
天
然
下
種
更
新
し
て
九

年
経
過
し
た
北
上
山
国
有
林
（
岩
手
県
岩

手
町
）
の
ア
カ
マ
ツ
林
分
に
お
い
て
、
ア

カ
マ
ツ
及
び
広
葉
樹
の
生
育
状
況
等
に
よ

る
林
型
タ
イ
プ
別
に
設
定
し
た
プ
ロ
ッ
ト

を
現
地
確
認
し
、
針
広
混
交
林
化
を
促
進

す
る
た
め
の
保
育
技
術
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
移

し
て
、「
次
代
検
定
林
（
各
地
の
精
英
樹
系

統
の
試
験
地
）」
及
び
「
松
森
山
御
堂
松
植

物
群
落
保
護
林
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

県
担
当
者
か
ら
は
、
ア
カ
マ
ツ
施
業
に

つ
い
て
は
、
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
や
雪
害
等
に

対
し
技
術
的
な
面
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
検
討

し
て
お
り
、
ま
た
、
貴
重
な
保
護
林
等
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
の
技
術
検
討
会
は
、
十
月
に
、

「
過
去
に
列
状
間
伐
を
実
施
し
た
箇
所
の
定

性
間
伐
」
を
テ
ー
マ
に
、
民
有
林
及
び
国

有
林
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
行
う
予
定
で

す
。

九
月
二
十
日
（
土
）
に
、
昨
年
法
人
の

森
林
と
し
て
契
約
さ
れ
た
川
崎
町
小
屋
沢

山
国
有
林
に
お
い
て
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル(

株)

仙
台
工
場
主
催
に
よ
る
「
キ
リ
ン
北
蔵
王

水
源
の
森
づ
く
り
」
育
林
活
動
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台
工
場
で
は
、
工
場

の
水
源
地
で
あ
る
川
崎
町
の
国
有
林
で

「
水
源
の
森
活
動
」
を
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
川
崎
町
の
住
民
と
一
緒
に
活

動
を
す
べ
く
公
募
で
参
加
者
を
募
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
公
募
で
参
加
の
川
崎
町
在

住
の
二
十
二
名
を
含
む
総
勢
約
百
三
〇
名

の
参
加
と
な
り
、
小
雨
交
じ
り
の
天
気
の

中
、
開
会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
雨
も

す
ぐ
に
収
ま
り
涼
し
く
穏
や
か
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
地
元
川
崎
町
の
佐
藤
町
長
、

高
原
仙
台
森
林
管
理
署
長
が
来
賓
と
し
て

出
席
、
ま
た
、
育
林
活
動
の
作
業
指
導
等

で
「
宮
城
森
の
会
」
及
び
「
川
崎
町
森
林

組
合
」
が
参
加
し
、
更
に
今
回
は
チ
ェ
ン

ソ
ー
彫
刻
の
実
演
で
、「
里
山
ね
っ
と
赤
坂
」

代
表
の
和
田
伸
太
郎
氏
が
参
加
し
、
キ
リ

ン
の
環
境
活
動
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
エ
コ
ジ
ロ
ー
」
を
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

育
林
活
動
は
、
午
前
中
に
「
枝
打
ち
」

と
「
樹
名
板
取
り
付
け
」
を
実
施
し
、
参

加
者
は
慣
れ
な
い
作
業
で
、
高
枝
切
り
鋸

で
悪
戦
苦
闘
し
た
り
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
に

樹
名
板
を
付
け
よ
う
と
五
・
六
人
が
か
り

で
頑
張
っ
て
い
た
組
も
あ
り
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
作
業
後
は
充
実
し
た
表
情
で
し

た
。
ま
た
、
午
後
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
仙
台

工
場
の
工
場
見
学
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

アカマツ林型プロットでの現地確認

各地からの便り

国
有
林
・
民
有
林
技
術

検
討
会
を
開
催

「
キ
リ
ン
北
蔵
王
水
源
の
森

づ
く
り
活
動
」
実
施

5～6人がかりで樹名板を取り付けたケヤキ大木 エコジロー製作の実演
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矢島森林事務所は、秋田県南端、由利本荘
市にあり、国定公園に指定されている鳥海山
の北山麓一帯の国有林9，800haを管理。鳥海
山から由利原高原、日本海という山と海の雄

大なパノラマをなしており、四季を通じて多
くの観光客が訪れています。また、国有林内
には鳥海山獅子ヶ鼻湿原植物群落や鳥海ブナ
施業公園等がありレクリェーションの場とし
て、加えて子吉川等国有林を源流とする河川
も多く、市民の水瓶としての役割も担ってお
ります。最近においては当事務所管内にある
桑ノ木台湿原が新聞や雑誌等に大きく紹介さ
れ入り込み者が急増。当湿原の保全か保護か
の論議がなされる等、地域住民の国有林への
関心は日増しに高まっております。
こうした状況の下、森林整備の推進はもと

より、開かれた国民の森林を具現化するため
に、如何に地域の人々との接点を見いだして
いくかが課題でありました。このため「もっ
と開かれた、もっと親しみのある国有林」を
モットーに地域に密着した各種イベントを積

由利森林管理署　矢島森林事務所

東屋　幹男

“開かれた国民の森林を目指して”
－地域に密着した各種イベントを実施－

森林官からの投稿

極的に実施しております。今年度、現在まで
に取り組んできた一端を日誌を紐解きながら
紹介させていただきます。
６月４日、一般公募で募集した２４名の参加
者の下、国有林見学会を開催。初夏を思わせ
る陽気の中、午前中は獅子ヶ鼻湿原を散策。
マイヅルソウやツクバネソウ、チゴユリ等咲
き乱れ参加者の感動を呼んでいました。午後
は鳥海山５合目へと移動。まだ残雪が残る中、
マンサクの花や可憐なミネザクラが出迎えて
いました。自分自身植物には明るいと自負。
自称インストラクターとして説明を行いまし
た。初めて参加者より「国有林の知らない一
面を垣間見ることができた。当行事は今後も
積極的に行ってほしい。」とのコメントが印象
に残っております。
６月13日、当日は快晴の下、矢島高校１年

生75名を対象に森林教室を開催。竜ヶ崎湿原
を散策後、最大の学習テーマであるブナ保護
林及びブナ二次林の見学を行いました。生徒
達はブナという樹種は知っていたが、実際に
ブナと接したのは初めてといい、生育途上の
ブナ林や以前手を加えたブナ林、原生的雰囲
気の保護林等を散策し、ブナ林の生態や働き
について耳を傾けていました。先生より、秋
にも是非当環境教育をお願いしたいとの申し
出があり、秋の開催を約束し有意義に終わり
ました。
この他、７月31日には、先述した桑ノ木台

湿原検討委員会の先生方の現地案内を行う等
対外的な接点として、イベントを通じた国有
林のＰＲや案内板の整備に努めているところ
です。私の国有林マン人生は今年度末で終止
符となりますが、一日生涯の想いで仕事に取
り組んでいる毎日です。

森林浴ツアー（前列右端が筆者）

ブナ保護林

高校生の森林教室（鳥海山をバックに記念写真）
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今年も安比の森に子どもたちの歓声がこだ
ましている。ここ安比高原では旧安代町の５
年生が総合学習の中で、八幡平のなり立ちや、
植物の観察、体験林業や二酸化炭素吸収実験
などを通して年４回の森林について学ぶ場で
もあります。
今回紹介の岩手北部森林管理署では、地域

発案システムのテーマを「森林環境教育の推
進と実践マニュアルの作成」で取り組んでい
ます。小学校の先生方と相談しながら、総合
的学習の時間や理科や国語などの学習と連携
した森林学習を行っています。安比高原を管
轄する新町森林官もその一翼をになっていま
す。
森林学習に取り組む子ども達にすれば、日

常にない活動を森の中で経験し、森林の働き
を実感しすることは、教室で勉強することよ
り遙かに楽しそうなのは確かなようです。こ
の森林学習で子ども達を惹きつけた楽しい授
業を行うためには、実験用具の改良、新しい
話ネタや、ネイチャーゲームのバージョンア
ップ等、隠れた森林官の工夫があります。苦
労する代わりこちらも勉強になります。
さて、安比高原のことを少し紹介させていた
だくと、十和田・八幡平国立公園の八幡平エ
リアの北側に位置し、APPIスキー場の西側に

あります。標高
600ｍ～1100
ｍで、周辺の２
次林も含め約
450Haの広さ
です。シバ草原
とブナ・ミズナ
ラの二次林から
なる一体をさし
て呼んでいます。

二次林のほとんどは、大正時代末期から昭和
30年代に伐採された林で、昭和の終わり頃ま
で、牛馬の放牧が行なわれており、草地の確
保のため人間よる、火入れ・柴刈り等の管理
がなされてきました。このことにより、レン
ゲツツジ・オキナグサ・アズマギクなどシバ
草原特有の植物と景観が保たれ、また、牛馬
の踏圧によるチシマザサの処理でブナ二次林
が構成されたと考えられます。
さて、この高原が注目され始めた歴史は意外
に新しく、平成のはじめ頃、ヤナギランの群

岩手北部森林管理署　新町森林事務所

松尾　亨

“自然と人と動物が作り出した森 安比高原”

森林官からの投稿

落やブナ二次林の四季を通した植物観察など、
美しい景観を広く町民に楽しんでもらう目的
で、当時の安代営林署と安代町で協議し、ブ
ナ二次林の遊歩道整備や、ブナの駅の開設な
ど利用しやすくしたことから、リゾートAPPI
の夏の憩いのフィールドとなりました。
しかし、それから10年ほどすると、人間と

動物の利用がなくなってきたシバ高原は、や
がてチシマザサやダケカンバの進入、ズミの
拡大等で、当時の景観が失われはじめ、奥の
牧場はシバ草地の半分以上がササと中小径の
林になってきました。
このことを何とかしたいという地元の声に応
えて、平成１８年に「あっぴ高原」遊々の森
を八幡平市と設定し、安比高原の景観を市民
や子ども達との森林学習の中で考え、将来に
向けて維持できるように、子ども達を含めた
市民参加の柴刈りやズミ焼却を実施、植生が
回復してきました。（バイオマスエネルギーの
学習で焼き芋にも利用しています。）
次代を担う子ども達に、自然と人と動物たち
との共生や共存が大切であることを、体験し
学ばせながら、私自身も子ども達や多くの地
域の方々、営林署時代からの先輩の知恵と工
夫を改めて学びました。岩手北部森林管理署
が地域の声を大切にしたエコ学習に一役買っ
ている一面には、森林が地球環境を守ること
に一役担っているように、未来を作る子ども
達が「自然と人と動物の作り出した森」を感
じて心の成長を促していきながら、森林管理
署が地域との関わりを大事にし、さりげなく
「地球と森林の関係」のように自然体で地域に
必要な組織であってほしいと考えます。日々
の業務に追われながらも、子ども達の笑顔に
会う度とても幸せな気持ちになります。
皆さんも機会があればぜひ遊びに来てくだ

さい。

野外での森林環境教育（中央講師が筆者）

レンゲツツジが美しい初夏の安比高原
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お問い合わせ先 

三陸北部森林管理署久慈支署

「塩 の 道 」
（見所の概要）
当支署管内には久慈市山形町平庭から野田村に至る「塩の道」と呼ばれる道があります。昔、野田地
方で製塩された塩は牛の背に乗せられ、盛岡や沢内遠くは鹿角まで運ばれたことから「ベコの道」と
も云われています。その道の多くは現在主要地方道野田山形線となり、一部は歩道のまま跡を留めて
います。ここではあちらこちらに「塩の道」の道標を見つけることができます。

野田村十府ヶ浦には起点の石標、久慈市山形町には案内
図、その他数箇所に標柱があり、国有林内の白石峠には
一里塚の標柱もあります。
先人が牛と共に何百年も踏み固めた生業の古道であ

り、文化交易の道です。森林の中の澄んだ空気の下、往
時を偲びながらゆっくりと「塩の道」を訪ねてみてはい
かがでしょうか。
陸中野田駅で販売している「のだ塩ソフト」もお勧め

です。

国道２８１号・平庭高原を南方に曲がり野田山
形線に入り、関、小国を経由し山根町へ、下戸鎖
から東方へ曲がり白石峠を経て野田村へ

交通アクセス

〒028－0001 岩手県久慈市夏井町大崎１４－１２
電話番号：050－3160－5905 FAX：0194-52-2653

12みどりの東北

【訂正とお詫び】（9月号）
14ページ「我が署の隠れた名所」の交通アクセスは、「JR田沢

湖駅から18km、車で30分、徒歩5分、国道341号から尻高林道
200m、徒歩5分」の誤りでした。


